
1 、531・力学の式をたてるのを忘れがち、 常に意識しておこう、

（1 固定しているので力学の式は立てられない。
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熱力学第一法則 Q i n =ん U t W o u t より

Q = △ U + 0 .：△U=Qana
※一方で、この条件より定積モル比熱Cvをだせる。

Q = n Cvo
T(←モル比熱の定義､
1molの1°C分がCより| .。Cu=n・_・・・①（（2）で使う）

（2) Pos
力のつりあいより
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△ U=NCVOT
で考え
定積モル比熱CVはQではなく、OUをだすために使うのが
計算のテクニック。定積変化でなくても△U=nCvoTは成



1（は2）(a）な売①式Cvこてっを用いてんUを考えると

△ U=mmG（た-To) （・.・0U=nC r oT )

=n・_な（た-To)
i.NUこたいた

※付属の解説のように、ぱっと出す形は めずらしい。
Cvを使って △ Uを求めることに慣れておこう、

(b 図の右に書いたつりあいの式より、 今回の変化は定圧変化であり、
そのときの圧力P、は

p , = Pot'S
となる。定圧変化のときは特別に Wout=POVが成立するので

W o u t = P, . s e
⇐(Pot"5）・Sl

(c 熱力学第1こので
のす ていさいW

o u t にa)(b）の答えを代入して、

Qin?"_.at/Posltmgl___、，


